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しかし、助言したのに何の連絡も、お礼の言葉も、感謝の言葉も無
かったらどうでしょうか。自分の事しか考えられない自己中だと判
断されるし、思考能力が弱いので、これ以降の助言は意味は無い
し、理解が出来ないと、無駄だと判断し、諦めるしかないので、助
言してくれる人は居なくなりますよね。

助言をされたら、お節介と思えば、相手の話を聞き入れないので、
これ以上の成長は望めませんよね。その助言が間違っていると思っ
ても、出来ない方法だと思っても、助言してくれた人からみれば、
出来る方法だと思ったから助言をしてくれたと考えられますよね。で
すから、素直に助言の内容を聞き入れ、細かく説明を聞いて実行し
てみてはいかがでしょうか。
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しかし、必ず結果を報告したら、どうでしょうか？もっと助言をしてく
れたり注意点など多くの事を教えてくれと思いませんか？その他に
も相談すれば、どんどん教えてくれるし、自分の味方になってくれる
と思いませんか？その人は自分を成長させてくれる「運命の人」に
貴重な人脈になるかも知れませんよね。相手を大事に出来る人に
なりたいですよね。

視点を変えて、助言したのにその後の結果の報告も、何の連絡も
無かったらどうでしょうか？これ以上、助言をしようとか、助けよう
とか思いますか？思いませんよね。ですから、その人は他の人から
学べる事が出来ない環境を自分で作ってしまったのです。
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